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1.　はじめに

授業中の学生の心理状態が把握できれば，学生に対

する個別学習指導や授業改善に利活用が期待できる．

そのため，従来から授業評価アンケートが教育現場で

よく用いられている．これに加え最近では学生の心理

状態の評価に脳波が用いられている（1）．脳波は内外的

のさまざまな事象に伴う大脳神経の電気活動信号で，

従来のアンケートによる定性的データと比べて，学習

中の学びの状態を定量的データで表せる利点は大きい．

この利点を活かすことで，例えば，数日，数週間，

数か月に渡る学習による，学びの状態の経時変化の評

価が期待できる．また，実際の授業を念頭に入れた活

用を想定すると，複数人からなる集団の同時学習時の

学び状態を測定することが望ましい．このような測定

ができれば，統制された一つの実験環境，すなわち同

一学習環境において，複数人の学びの状態と，個人間

の共通点や差異の評価もできると考えられる．なお，

これらの評価が得られると，集団の全体的な傾向はも

ちろん，集団を構成する個人間で異なる学びの状態の

検討も可能である．

これらの検討を行うには，複数人の集団を対象に，

かつ個々の学習の経時変化を含めて学びの状態が脳波

で測定できるシステムが不可欠である．しかし，集団

を対象に，かつ繰り返し測定が容易に実施できる脳波

測定システムを，いかに構築するのかが現状の課題と

して残されている．

関連研究として，同一人物に対する繰り返し測定の

報告（2）では，被験者1名に留まっている．この研究で

は，3回の繰り返し測定の結果をまとめて解析し，学

習の経時変化は検討されていない．また，4名を1グ

ループとした計6グループを対象に集団測定の事例（3）

もあったが，繰り返しによる検討までは至っていない．

つまり，従来の測定は，繰り返しのみ，あるいは集団

のみで実施されて，個別対応およびデータ収集も個々

で行われている状況に，両方を備えた妥当な測定法が

提案されていない．これらの背景の基に，筆者らが調

べた限り，学習時の脳波の集団，かつ繰り返しの測定

ができるシステムは，ほとんどないと考えられる．

これらの現状は，高額な脳波計と装着の手間が妨

げになっていると考えられる．例えば，安価で装着

も簡単な腕着バイタルセンサーの場合，中学 2 年生

4学級の集団を対象に数か月間に渡り脈拍や心拍数を

測った事例（4）が報告されている．この報告を参考に，

NeuroSky 社（5）が開発した安価で装着も簡単な簡易

脳波計 MindWave Mobile2（以下，MWM2 と呼ぶ）

の活用が期待できる．MWM2 は Bluetooth による脳

波取得で行動制約もなく，複数台を組み合わせること

により集団脳波を一括で測定できるシステム構築に適

している．
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